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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第45期

第３四半期連結
累計期間

第46期
第３四半期連結
累計期間

第45期
第３四半期連結
会計期間

第46期
第３四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自  平成20年
    ７月１日
至  平成21年
    ３月31日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    ３月31日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成21年
    ６月30日

売上高 (千円) 22,033,42722,869,2796,551,2216,869,62527,602,027

経常利益 (千円) 1,191,9632,334,907430,143 668,5541,058,387

四半期(当期)純利益 (千円) 852,6321,543,521256,733 400,103 858,634

純資産額 (千円) ― ― 4,553,3586,141,5824,611,658

総資産額 (千円) ― ― 20,001,36019,627,13419,066,531

１株当たり純資産額 (円) ― ― 491.39 662.95 497.74

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 91.99 166.60 27.70 43.19 92.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 22.8 31.3 24.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 884,7292,877,730 ― ― 1,852,655

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △482,064△241,726 ― ― △562,033

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △485,089△2,187,806 ― ― △1,518,548

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 398,721 701,416 253,219

従業員数 (名) ― ― 885 861 884

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関連会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関連会社についても異動はありません。

　

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 861

(注)  従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 712

(注)  従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

食品製造販売事業 6,293,058 106.0

(注)１  生産高は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。
２  当社グループの食品製造販売事業は、主力部門である水産練製品部門及びきのこ部門の販売が第２四半期連結
会計期間に集中するため、第２四半期連結会計期間の生産高が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向があ
ります。

　

(2) 受注実績

(食品製造販売事業)

見込生産を行っているため該当事項はありません。

(その他の事業)

該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

食品製造販売事業 6,806,687 105.0

その他の事業 62,937 89.6

合計 6,869,625 104.9

(注)１  上記の金額には消費税等は含まれておりません。
２  当社グループの食品製造販売事業は、主力部門である水産練製品部門及びきのこ部門の販売が第２四半期連結
会計期間に集中するため、第２四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向があ
ります。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

また、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)  経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策などの効果により一部で回復の兆し
がみられているものの、依然として低調な企業の設備投資や雇用情勢の悪化に加えて消費者の節約志向が
益々強まるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。
当社グループを取り巻く経営環境につきましては、競合企業との価格競争の激化ならびに消費不況に伴
う買い控えの影響もあり厳しい経営環境となりました。
このような環境の中、当社グループでは「安全・安心」な商品提供を最優先とし、主力製品のリニューア
ルや品質向上への取り組みなど市場動向に即応した商品開発、営業施策の推進により積極的に売上高の確
保につとめてまいりました。
以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高68億69百万円（前年同四半期比３億18百万円
（4.9％）の増加）、営業利益６億87百万円（前年同四半期比２億27百万円（49.6％）の増加）、経常利益
６億68百万円（前年同四半期比２億38百万円（55.4％）の増加）、四半期純利益４億円（前年同四半期比
１億43百万円（55.8％）の増加）となりました。
当社グループにおける事業の種類別セグメント毎の経営成績の概況は以下の通りであります。

　

①  食品製造販売事業

（水産練製品・惣菜部門）

当部門におきましては、消費者の節約志向が益々強まる中、低価格商品への移行がさらに進行し、販売
状況は厳しいまま推移いたしました。
主な商品の販売動向といたしましては「蒲鉾」「竹輪」部門が引き続き順調に推移し前年同四半期を
上回る実績で推移いたしました。
一方、「揚物」「オホーツク」部門につきましては、消費者ニーズに適応した商品リニューアル・拡販
施策を実施したものの価格競争の激化、買い控え等の影響もあり前年同四半期を下回る結果となりまし
た。
以上の結果、当部門全体の売上高は56億20百万円（前年同四半期比１億60百万円(2.9％)の増加）とな
りました。

（きのこ部門）

当部門におきましては、気象条件による相場の変動等もありましたが、主力取引先を中心に販売強化に
継続的に取り組んだことに加え、内食化傾向の継続も相まって売上は堅調に推移いたしました。
以上の結果、当部門の売上高は12億35百万円（前年同四半期比２億５百万円(20.0％)の増加）となり
ました。

（運送・倉庫部門）

運送部門におきましては、一般顧客との取引深耕に加え、新規取引先の売上拡大により業績は堅調に推
移いたしました。
倉庫部門におきましては、多くの寄託者において在庫消化中心の荷動きで新規入庫が減少し、売上高は
前年同四半期を下回る結果となりました。
以上の結果、当部門の売上高は13百万円（前年同四半期比47百万円(78.1％)の減少）となりました。

　

②  その他の事業

ゴルフ場経営部門におきましては、顧客ニーズに対応すべくサービスの向上や販促企画の充実、また営
業活動を強化し来場者数の増加に取り組んでまいりましたが、来場者数は前年同四半期連結会計期間を
下回る結果となりました。
また、近郊の競合コースとの価格競争も引き続き厳しい状況にあり、利益面でも前年同四半期連結会計
期間を下回る結果となりました。
以上の結果、当部門の売上高は62百万円（前年同四半期比７百万円(10.4％)の減少）となりました。
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(２)  財政状態の分析

①  流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は56億98百万円（前連結会計年度末比９億40百
万円の増加）となりました。これは主に現金及び預金の増加４億２百万円及び季節的要因による受取手
形及び売掛金の増加４億29百万円によるものであります。

②  固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は139億28百万円（前連結会計年度末比３億79
百万円の減少）となりました。これは主に減価償却進行による有形固定資産の減少４億42百万円による
ものであります。

③  流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は99億68百万円（前連結会計年度末比３億61百
万円の減少）となりました。これは主に短期借入金の減少15億44百万円によるものであります。

④  固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は35億17百万円（前連結会計年度末比６億７百
万円の減少）となりました。これは主に、長期借入金の減少４億73百万円によるものであります。

⑤  純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、四半期純利益の計上等に伴う利益剰余金の増
加14億92百万円等により61億41百万円（前連結会計年度末比15億29百万円の増加）となり、自己資本比
率は前連結会計年度末の24.2％から31.3％となりました。

　

(３)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は７億１百万円
となり、前年同四半期連結会計期間末に比較して３億２百万円の増加となりました。

①  営業活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間において営業活動により獲得した資金は24億92百万円(前年同四半期比14
百万円の減少)となりました。これは主に減価償却費の減少によるものであります。

②  投資活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間において投資活動により支出した資金は、86百万円(前年同四半期比１億98
百万円の支出減少)となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出の減少によるものでありま
す。

③  財務活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間において財務活動により支出した資金は、20億55百万円(前年同四半期比83
百万円の支出減少)となりました。これは主に借入金の返済による支出の減少及び利息の支払額の減少に
よるものであります。

　

(４)  研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は53,766千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更ならびに重要な計画の変更はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,200,000

計 32,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,295,000 9,295,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は1,000株で
あります。

計 9,295,000 9,295,000― ―

(注)  ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、平成22年４月１日付で大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ

市場）に上場となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年１月１日～
平成22年３月31日

─ 9,295,000 ─ 940,000 ─ 650,000

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  25,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,214,000
　

9,214 同上

単元未満株式
普通株式

56,000
　

― 同上

発行済株式総数 9,295,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,214 ―

(注)  単元未満株式には、自己株式が942株含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
一正蒲鉾株式会社

新潟市東区津島屋
７丁目77番地

25,000 ─ 25,000 0.27

計 ― 25,000 ─ 25,000 0.27

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平成22年
１月 ２月 ３月

最高(円) 470 525 501 523 496 495 502 488 490

最低(円) 434 444 490 483 466 465 480 470 450

(注)  最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。なお、ジャスダック証券取引所と

大阪証券取引所の合併に伴い、平成22年４月１日付で大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）に上場となっており

ます。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年１月１

日から平成21年３月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第３四半期

連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年７

月１日から平成22年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによ

り四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,074,530 672,425

受取手形及び売掛金 2,684,163 2,254,802

商品及び製品 252,006 353,496

仕掛品 214,839 269,359

原材料及び貯蔵品 1,247,283 1,092,177

その他 235,234 126,391

貸倒引当金 △9,639 △10,288

流動資産合計 5,698,417 4,758,364

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 5,228,801

※１
 5,454,287

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 2,089,044

※１
 2,298,062

工具、器具及び備品（純額） ※１
 149,649

※１
 163,369

土地 4,220,894 4,220,894

リース資産（純額） ※１
 10,872

※１
 5,469

有形固定資産合計 11,699,262 12,142,083

無形固定資産 235,375 239,337

投資その他の資産

投資有価証券 1,462,191 1,379,917

その他 600,358 651,805

貸倒引当金 △68,471 △104,978

投資その他の資産合計 1,994,078 1,926,744

固定資産合計 13,928,716 14,308,166

資産合計 19,627,134 19,066,531

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,385,083 1,124,101

短期借入金 6,177,153 7,721,292

未払法人税等 926,339 217,406

賞与引当金 164,480 77,557

未払金及び未払費用 1,181,978 1,058,688

その他 133,266 130,592

流動負債合計 9,968,300 10,329,638

固定負債

長期借入金 2,856,440 3,330,315

役員退職慰労引当金 412,171 393,507

その他 248,640 401,411

固定負債合計 3,517,251 4,125,234

負債合計 13,485,552 14,454,873
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 940,000 940,000

資本剰余金 650,000 650,000

利益剰余金 4,378,015 2,885,473

自己株式 △15,750 △15,168

株主資本合計 5,952,265 4,460,304

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 189,316 151,353

評価・換算差額等合計 189,316 151,353

純資産合計 6,141,582 4,611,658

負債純資産合計 19,627,134 19,066,531
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 22,033,427 22,869,279

売上原価 16,078,146 15,531,291

売上総利益 5,955,281 7,337,988

販売費及び一般管理費 ※１
 4,663,758

※１
 4,960,333

営業利益 1,291,522 2,377,654

営業外収益

受取利息 1,246 794

受取配当金 9,514 9,520

受取賃貸料 18,015 16,485

受取手数料 － 18,873

雑収入 49,290 31,112

営業外収益合計 78,067 76,785

営業外費用

支払利息 177,626 118,979

雑損失 － 553

営業外費用合計 177,626 119,532

経常利益 1,191,963 2,334,907

特別利益

固定資産売却益 6,241 1,217

貸倒引当金戻入額 9,118 6,842

その他 － 23

特別利益合計 15,359 8,083

特別損失

固定資産売却損 － 77

固定資産除却損 4,427 10,146

投資有価証券売却損 － 6,455

投資有価証券評価損 5,491 726

その他 82 －

特別損失合計 10,001 17,405

税金等調整前四半期純利益 1,197,321 2,325,585

法人税、住民税及び事業税 340,908 1,029,658

法人税等調整額 3,780 △247,594

法人税等合計 344,689 782,063

四半期純利益 852,632 1,543,521
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 6,551,221 6,869,625

売上原価 4,662,448 4,654,403

売上総利益 1,888,772 2,215,221

販売費及び一般管理費 ※１
 1,428,820

※１
 1,527,345

営業利益 459,952 687,876

営業外収益

受取利息 301 19

受取配当金 513 535

受取賃貸料 5,885 5,168

受取手数料 6,291 6,291

雑収入 13,703 8,059

営業外収益合計 26,695 20,074

営業外費用

支払利息 55,892 35,737

雑損失 612 3,659

営業外費用合計 56,505 39,397

経常利益 430,143 668,554

特別利益

貸倒引当金戻入額 14,764 2,947

その他 － 23

特別利益合計 14,764 2,970

特別損失

固定資産売却損 － 16

固定資産除却損 1,000 457

投資有価証券評価損 － 364

特別損失合計 1,000 838

税金等調整前四半期純利益 443,906 670,686

法人税、住民税及び事業税 183,076 368,287

法人税等調整額 4,096 △97,704

法人税等合計 187,173 270,582

四半期純利益 256,733 400,103
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,197,321 2,325,585

減価償却費 865,320 780,803

のれん償却額 6,528 2,814

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,661 △37,155

賞与引当金の増減額（△は減少） 89,807 86,922

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,508 18,663

受取利息及び受取配当金 △10,761 △10,315

支払利息 177,626 118,979

固定資産売却損益（△は益） △6,241 △1,139

固定資産除却損 4,427 10,146

売上債権の増減額（△は増加） △178,656 △396,488

たな卸資産の増減額（△は増加） 355,368 904

仕入債務の増減額（△は減少） △1,754,629 260,982

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 94,850 157,679

未払消費税等の増減額（△は減少） 123,972 △37,102

その他 △25,048 △79,011

小計 911,716 3,202,270

法人税等の支払額 △59,082 △324,540

法人税等の還付額 32,096 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 884,729 2,877,730

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 4,237 46,092

有形固定資産の取得による支出 △469,631 △277,873

有形固定資産の売却による収入 9,933 1,325

無形固定資産の取得による支出 △8,715 －

投資有価証券の取得による支出 △11,083 △44,396

投資有価証券の売却による収入 － 35,443

利息及び配当金の受取額 10,569 11,009

その他 △17,374 △13,327

投資活動によるキャッシュ・フロー △482,064 △241,726

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 706,500 △1,908,000

長期借入れによる収入 － 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △947,194 △1,610,014

利息の支払額 △191,666 △117,031

配当金の支払額 △51,009 △50,979

その他 △1,719 △1,781

財務活動によるキャッシュ・フロー △485,089 △2,187,806

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △82,424 448,197

現金及び現金同等物の期首残高 481,146 253,219

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 398,721

※１
 701,416
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【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「雑収入」に含めていた「受取手数料」は、営業外収益総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記しております。なお、前第３四半期連結累

計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「受取手数料」は6,291千円であります。

２．前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「投資有価証券売却損」は、特別損

失総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記しております。なお、前第３四半期連

結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「投資有価証券売却損」は82千円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額は23,992,724千円

であります。

※１  有形固定資産の減価償却累計額は23,377,802千円

であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 563,161千円

　 運賃・保管料 2,156,008　
　 給与手当 528,212　
　 賞与引当金繰入額 38,102　
　 役員退職慰労引当金繰入額 10,714　

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 563,035千円

　 運賃・保管料 2,364,279　
　 給与手当 510,671　
　 賞与引当金繰入額 44,352　
　 役員退職慰労引当金繰入額 18,663　

  ２  当社グループは主力部門である水産練製品部門及

びきのこ部門の販売が第２四半期連結会計期間に集

中するため、第２四半期連結会計期間の売上高及び

利益が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向

があります。

  ２                  同左

 

 

 

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 172,628千円

　 運賃・保管料 672,933　
　 給与手当 160,629　
　 賞与引当金繰入額 38,102　
　 役員退職慰労引当金繰入額 3,825　

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 168,740千円

　 運賃・保管料 750,169　
　 給与手当 155,370　
　 賞与引当金繰入額 30,469　
　 役員退職慰労引当金繰入額 4,531　

  ２  当社グループは主力部門である水産練製品部門及

びきのこ部門の販売が第２四半期連結会計期間に集

中するため、第２四半期連結会計期間の売上高及び

利益が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向

があります。

  ２                  同左

 

 

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 795,275千円

預入期間が３か月超の定期預金 △396,553千円

現金及び現金同等物 398,721千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,074,530千円

預入期間が３か月超の定期預金 △373,113千円

現金及び現金同等物 701,416千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日 

至  平成22年３月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,295,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 31,012

　

３  配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月25日
定時株主総会

普通株式 50,979 5.50平成21年６月30日 平成21年９月28日 利益剰余金

　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

一正蒲鉾株式会社(E00476)

四半期報告書

18/24



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１

日 至 平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計に占める「食品製造販売事業」の割合がいずれも90％

を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１

日 至 平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日)

本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自 平成20年７月１

日 至 平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

　 　

　 662.95円
　

　 　

　 497.74円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 6,141,582 4,611,658

普通株式に係る純資産額(千円) 6,141,582 4,611,658

普通株式の発行済株式数(千株) 9,295 9,295

普通株式の自己株式数(千株) 31 29

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 9,263 9,265
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２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 91.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 166.60円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 852,632 1,543,521

普通株式に係る四半期純利益(千円) 852,632 1,543,521

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,268 9,264

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 27.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 43.19円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 256,733 400,103

普通株式に係る四半期純利益(千円) 256,733 400,103

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,267 9,264

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月11日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    坂    井    啓    ニ    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    代          勲    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正

蒲鉾株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成21年３

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の平成21年

３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年５月10日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    白    井          正    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    代          勲    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正

蒲鉾株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成22年３

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の平成22年

３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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